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れた検体 11 症例、22 検体を用い、その蛍光陽性・陰性腫瘍部それぞれより抽出した RNA を使用
して、マイクロアレイによる遺伝子発現解析を行った。解析によって策定した蛍光陽性・陰性規





る U251 に対して CDH13 のノックダウン実験を行ったところ、発光物質であるプロトポルフィリン
IX の細胞内含有量が 13 倍に増加した。また、CDH13 をノックダウンした U251 細胞を用いたマイ
クロアレイによる網羅的遺伝子発現解析を行ったところ、プロトポルフィリン IX の輸送に関与す
る ABCG2 (ATP-binding cassette transporter) が減少し、PEPT1 (oligopeptide transporter 1) 
は上昇していた。 
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を抑制することによりポルフィリンの排出が阻害され、プロトポルフィリン IX が蓄積し、PDT 効
率が上昇するとの報告がある。 
本研究の結果から、神経膠腫の蛍光陽性腫瘍部位では CDH13 遺伝子の発現が低下しており、それ
に伴う ABCG2 の発現抑制と PEPT1 の発現亢進によって、細胞内へのプロトポルフィリン IX 蓄積が
促進されているのではないかと推測される。本研究は、神経膠腫において CDH13 が 5-ALA による
プロトポルフィリン IX 蓄積に関与することを示した最初の報告であり、蛍光ガイド下切除の発光
不安定性改善や切除率の増加への一助になりうると考えられる。 
 
 
